
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の視点 

 

本時の目標 

南国市立香長中学校 教材研究会 
平成３０年７月１３日（金）  

数学科 第２学年「一次関数」 岡 哲大 教諭 

授業改善を確かな形にするために、新たな学び場がスター
トしました。本授業研究会は、これからの「高知の授業づ
くり改革」に向けて、どういった視点が大切なのかを参加
者と共有し、明日からの授業づくりの方向性を確認すると
ともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、授業の
質を高めることを目的としています。 

 授業改善には不断の教材研究が必要であると言われていま
す。本教材研究会では、教材との関わり方を問い直し、授業づ
くりの基本を見つめていきます。 
子供の学びの求めに応えるためには、教師が自らの指導を問

い直し、自己更新していくことが大切です。教科の価値やよさ
を実感できる授業をともに描いていきませんか。 

方程式で解ける問題を、一次関数とみなし、そのグラフを使っ
て数量の関係を読み取り、グラフを用いて説明することができる。 

生活の中の具体的な事象を一次関数とみなして考え、グラフを
用いて問題を解決する力を養いたい。 

 関数の単元における課題は、関数関係の意味を理解することや、関数を使って問題解決することです。傾き、切片、変域、直線などの内容を理解

させようと、ドリル的に指導しても、それぞれの意味が分からなくては活用できません。“能力”は内容の深い理解に支えられているため、指導する

“内容”は、使いながら理解を深めていく意味的理解を図ることが重要となります。 

この単元で中学校第２学年に期待していることは、「実生活の課題解決に数学（関数）を生かす」ことです。そのためには、問題を解決する際に、

「用いるもの」と「用い方」を考える等の活動を通して知識を活用する力を育成することがポイントとなります。 

最 終 板 書 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ＊実生活の中で、一次関数とのつながりがある場面について、生徒が主体的に考察できていたか。 
＊条件によってグラフを用いることや方程式を用いて問題解決できるよさを実感することができていたか。 

 

 

 

受付 1３:00  

参加者の
 

ゴールで育っていてほしい生徒の姿を見

通した単元計画の重要性を実感しました。 

 １つ１つの知識・技能を順々に教えていく

のではなく、知識・技能の習得は、問題解

決の過程の中に落とし込んでいく必要が

あることがわかりました。 

 意味の伴っていない形式的理解ではいけない、きち

んと生徒たちが意味的理解を図り、活用していくこ

とが必要という考え方は、英語も同じと感じました。 

 数学を活用する方法を生徒と考える時間にしていき

たいです。特に、この単元では「方法の説明」を意

識した指導を計画的に仕組んでいきたいです。 

 教材の内容をより深く理解し、単元を計画していき

たいです。 

子供の期待に応える学びをともにつくりませんか

 

 

 

岡 哲大 教諭 

問題解決の場面として、方程式で解決するこ

とのよさやグラフで解決することのよさを実

感するような授業を目指していました。しか

し、本時が単元の１７/20 という意味やどんな

力を付けなければならないか、十分に構想でき

ていないことに気付きました。今回、活用の中

で、知識・技能を習得していくことの大切さを

実感できたので、新しい授業づくりに 

向けて教科会で、練り直していきます。 

 

 

 

まっているので生徒は引き出せないのです。生徒自身にどの知識がどの

問題解決で役に立つのかを理解させていくことが大切です。つまり、知

識・技能の習得が目指すべきことは、意図的理解です。それは、どの教

科も同じことです。  模擬授業後の協議では、「問いがない」「グラフを書く必然性がない」

「単元計画の内容のつなぎが必要では？」などの意見が出されました。 

学習内容の「切片」「傾き」等の知識を、授業の一つ一つのパーツにね

じ込んで理解させる形式的理解では、問題解決の際に、何を使えばいい

のか理解できません。大きな問題解決のプロセスの中で、その単元で身

に付けるべき知識・技能を獲得できるよう、より深く理解していくプロ 

セスに転換する必要があります。知識・ 

技能の形式的理解は、その後の学習に役 

立ちません。一連の問題解決の中で生徒

自身に知識・技能をしまわせるようにし

ないといけません。教師がしまわせてし 

「主体的・対話的で深い学び」を実現していくためには、単元開発につ

きます。これをやらない限り、深い学びの実現 

にはなりません。 

 この単元開発で大切なことが、“単元の学び 

のつくり手”です。“学びのつくり手”は、生 

徒と教師であることが重要となります。 

模擬授業リフレクション 


